同報メール文

【依頼】令和６年度高校生の保育・介護体験実習について

日頃、本県の高齢者福祉行政に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

県立高等学校が実施する高校生の令和６年度介護体験実習について、教育委員会より各県立高等学校地域の老人福祉施設への協力を求めるため、本実習の周知依頼がありました。

つきましては、次の令和６年度高校生保育・介護体験実習実施要項の趣旨を御理解の上、本事業への御協力をお願いします。

　

１ 趣 旨

保育や介護に関する体験活動を行うことにより、生命の尊さや子育ての意義を学ぶとともに、介護・福祉など少子高齢社会の課題に対する認識を深める。

２ 実施校

・県立高等学校（分校等を含む。）の全日制の課程

・三島長陵高等学校、静岡中央高等学校、ふじのくに国際高等学校及び浜松大

平台高等学校の定時制（夜間を除く。）の課程

３ 実施学年

原則として、第１学年で実施する（第１学年で実施できない場合は、３年間を見通した計画の下に、生徒全員が在学中に必ず実施する。）。

４ 事業内容例

各高等学校は、下記に掲げる例を参考として実施する。 

 (1) 触れ合い保育体験 

ア 保育所、幼稚園、こども園等において、乳幼児の発達、生活、遊びを観察する。

イ 児童文化財（玩具、紙芝居、指人形等）等を製作し、それらを使用して乳幼児と触れ合う。 

ウ 保育所の保育士や幼稚園の教諭等の指示を受け、乳幼児の世話をする。 

 (2) 介護・福祉体験 

    ア 福祉施設等を見学する。 

    イ レクリエーション活動等を通して、高齢者と交流する。 

ウ 指導員の指示を受け、日常生活の介助等を行う。

５  実施方法 

(1) 家庭科等の教科学習の導入・発展学習、進路指導の一環、総合的な探究の時間の活動等として実施する。 

 (2) 各高等学校の特色や地域の特性を生かした内容で実施する。

（注）この電子メールは、県健康福祉部福祉長寿局の介護保険同報メール配信システムに登録された全事業所へ送信しています。また、返信はできません。
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